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平成２７年度 第 1回坂町総合教育会議録（会議概要） 

 

 

１ 日  時  平成２７年７月６日（月）    １４時００分～１５時００分 

２ 場  所  坂町役場 会議室１ 

３ 出席委員  吉田隆行町長・松村英勝教育委員長・枝廣泰知教育長 

        垰本友造教育委員・平沖純子教育委員・向井智恵教育委員 

４ 出席職員  新木総務部長・河本教育次長 

        新谷学校教育課長・福嶋生涯学習課長・藤原学校教育課主幹 

        肥田学校教育課係長 

 

 

＜会議概要＞ 

１．開会宣言（新木総務部長） 

 

２．吉田町長あいさつ 

 

３．坂町総合教育会議設置要綱について 

 ・新木総務部長概要説明 

 

４．「大綱の策定（案）」について 

 ・河本教育次長概要説明 

  平成 27年度町長施政方針「４ 夢や希望を育み、絆をつくる人づくり」の部分を

中心に、「教育に関する大綱」とすることが承認された。 

 

５．平成 27年度主要事業の現状について 

（１） 学校教育における主要事業について 

   ・新谷学校教育課長概要説明 

（２） 生涯学習における主要事業について 

   ・福嶋生涯学習課長概要説明 

 

６．今後の児童生徒数の推移と教育全般の課題等について 

（１） 坂町立小・中学校学級編制推計表及び学校選択制の実績について 

   ・新谷学校教育課長概要説明 

 

（吉田町長） 

  児童生徒数推計では、横浜小学校の人数変動がないのに、学級数推計では減少して

いる年度があるがどういうことか。 
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（枝廣教育長） 

  現在、横浜小学校に在籍している特別支援学級の難聴学級児童が卒業し、難聴学級

在籍者がいなくなった場合、横浜小学校に学級編制はされなくなるので、１学級減

という推計にしている。 

 

（垰本教育委員） 

  警察学校の横の土地に住宅ができた場合、相当数の児童生徒数増加が見込まれるの

ではないかと思うがどうか。 

 

（枝廣教育長） 

  その場所は坂小学校区であるが、将来的に坂小学校の児童は減少傾向となっている

ため、対応可能範囲ではないかと思われる。ただ、学校選択制の地区のため、横浜

小学校を希望する児童が多くなれば収容が困難となるため、抽選等による決定を検

討する必要がある。 

 

（吉田町長） 

  坂地区の道路整備により、上条地区周辺が大きく変わると、今の予想人数も変わっ

てくる可能性がある。マンション等の建設により、児童数が増加すると、学校や保

育園は施設面等の問題点が生じてくる。しかし、これは一時的増加であり、当該児

童が成長し、卒園・卒業すれば一気に減少に転じる。児童数増加となると、留守家

庭児童会への影響も懸念されるが、現状はどうか。 

 

（福嶋生涯学習課長） 

  現在、坂小は留守家庭児童会定員いっぱいの１００人、横浜小では定員１００人の

ところ９７人の在籍であり、ほぼ１００％という状況である。 

 

（吉田町長） 

  人口増加は喜ばしいことであるが、様々な問題を抱えることも事実である。今後の

状況に応じて検討するしかないであろう。 

 

（２） 小・中学校教育全般の取組について 

   ・藤原主幹から概要説明 

 

７．その他 

 

（垰本教育委員） 

  先日、坂中学校 PTA会長経験者数名と協議する場があった。その際、不登校生徒の

話題となったのだが、坂中学校の対応や体制等がとてもすばらしく、不登校生徒の

保護者も大変感謝しているという内容であった。昨今、坂中学校は学力も向上し、
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生徒指導上の問題行動もなく、とても良い状況となっているが、不登校生徒がゼロ

なわけではない。少しでも不登校生徒が減少する努力をしていきたい。 

 

（吉田町長） 

  現在、不登校生徒は何人か。 

 

（藤原主幹） 

  平成 26 年度実績で、中学校３人である。小学校の不登校児童が中学校へ入学して

いることから、まだ、欠席日数 30日に達しないため、５月末報告では人数に挙がっ

ていないが、増加傾向となる可能性は高い。 

 

（枝廣教育長） 

  小学校の不登校児童について、家庭環境等もあり課題が大きいと思っている。これ

から、更なる取組みが必要となる。 

 

（吉田町長） 

  中学校における部活動や小学生ならスポーツ少年団等の活動が、より活性化される

ことにより、課題解決に向かっていってもらいたい。 

 

（向井教育委員） 

  先日、広島県女性教育委員研修会に参加した際、海田町の委員が話していたが、中

学校の部活動に外部指導者等を配置し、強化を図っており、他町には負けないよう

取り組んでいるとのことであった。坂町は以前から取り組んでいるので、今後も負

けないようお願いしたい。 

 

（吉田町長） 

  海田町だけでなく、安芸郡全町が活性化することが、レベルアップに繫がる。とて

も良いことだ。坂町も負けないよう、より取組みを強化していきたい。 

 

 

 

８．閉会宣言（新木総務部長） 

 

 

 

 

 


